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電子入射器・電子陽電子加速器の機構内検査および施設検査の結果について

記

　電子入射器・電子陽電子加速器の使用方法の変更について平成２７年６月１１日（木）付で原子力
規制委員会より承認されました。放射線取扱主任者による機構内検査を平成２７年６月２３日（火）
に実施し、電子入射器・電子陽電子加速器の安全が確認され下記変更による運転が開始されました。
　本変更に対する施設検査が公益財団法人・原子力安全技術センターによって平成２７年７月１日
（火）に行われ、平成２７年７月８日（火）付けで合格しましたのでお知らせします。変更の内容は
下記の通りです。

(1) 電子陽電子加速器の最大出力増強
　　電子陽電子加速器の最大出力を以下のように変更する

(2) 電子入射器後半部の最大電流量増強
　　電子入射器後半部（Jアーク以降）の最大電流量を50nAから200nAに増強する。

(3) 電子入射器に遮へいを追加
　　電子入射器後半部に位置する陽電子生成ターゲットに対し、鉄遮へいを追加する。

(4) ビームダンプ28、ビームダンプ2への最大電流量増強
　　ビームダンプ28への最大電流量を10nAから50nAへ、ビームダンプ2への最大電流量を50nAから
200nAへ増強する。

(5) 第２２条の３の規定を適用する区域の拡張
　　第２２条の３の規定を適用する区域に機械室M2-2, 機械室M4-2を追加する。
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表 1.2: 電子陽電子加速器の性能等 (変更前)

種類 直線加速装置 (高エネルギー加速器研究機構製　　電子陽電子加速器)

台数 １台
性能 加速粒子の種類 最大エネルギ－ 最大出力

電子 10 GeV 0.5 GeV·µA

陽電子 5 GeV 0.5 GeV·µA

使用の目的 放射光及び高エネルギ－放射線の利用研究、高エネルギ－物理実験用検出器のテスト
及び放射光を利用する物理実験、放射光科学研究施設・ストレ－ジリング、
大強度放射光リング 用入射器、 加速器応用研究

使用の方法 週 168時間、3ヶ月 2184時間使用する
週あたりの総出力は 0.30 GeV·Cとする

使用の場所
(放射線発生装置設置場所) 入射器棟トンネル室下流部
(放射線発生装置使用室) 入射器棟トンネル室下流部

表 1.3: 電子陽電子加速器の性能等 (変更後)

種類 直線加速装置 (高エネルギー加速器研究機構製　　電子陽電子加速器)

台数 １台
性能 加速粒子の種類 最大エネルギ－ 最大出力

電子 10 GeV 2.0 GeV·µA

陽電子 5 GeV 1.0 GeV·µA

使用の目的 放射光及び高エネルギ－放射線の利用研究、高エネルギ－物理実験用検出器のテスト
及び放射光を利用する物理実験、放射光科学研究施設・ストレ－ジリング、
大強度放射光リング 用入射器、 加速器応用研究

使用の方法 週 168時間、3ヶ月 2184時間使用する
週あたりの総出力は 1.21 GeV·Cとする

使用の場所
(放射線発生装置設置場所) 入射器棟トンネル室下流部
(放射線発生装置使用室) 入射器棟トンネル室下流部

表 1.4: 加速器研究施設 ·テストリニアックの性能等 (変更無し)

種類 直線加速装置 (高エネルギー加速器研究機構製　加速器研究施設 ·テストリニアック)

台数 １台
性能 加速粒子の種類 最大エネルギ－ 最大出力

電子 100MeV 1.2 GeV·µA

使用の目的 低速陽電子源、放射光及び高エネルギ－放射線の利用研究、加速器研究
使用の方法 週１６８時間、３ヶ月２１８４時間使用する
使用の場所
(放射線発生装置設置場所) 電子陽電子入射器棟テストリニアック室
(放射線発生装置使用室) 電子陽電子入射器棟テストリニアック室
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